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研究成果の概要（和文）：解決志向アプローチ（solution-focused approach: SFA）は、教員が行う学校カウン
セリングにふさわしいとみなされている。教員にSFAの学習機会を提供することは重要である。本研究では、教
員に対するSFA研修プログラムを開発し、その効果について検討した。研究結果に基づき、教員にSFAを提案する
にあたっての留意点について、いくつかの提言を行った。

研究成果の概要（英文）：The solution-focused approach (SFA) is regarded as an appropriate method of 
school counseling that can be conducted by teachers. It is important to provide teachers with 
opportunities for learning SFA. The purposes of the present study were to develop a SFA training 
program and to evaluate its effect on teachers. Based on the results, we identified notable points 
to consider when suggesting SFA to teachers.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
解決志向アプローチ（solution-focused approach: SFA）とは人々のもつリソースや強みを活かすアプローチで
ある。生徒指導・教育相談は、児童生徒の問題行動への事後的対応に目が向けられがちであるが、本来は児童生
徒が自ら課題を解決する力を積極的に開発することを目指すものである。しかし、この理念を具現化するための
方法は未だ試行錯誤の状態にある。こうした現状に対して、SFAの観点から教員研修プログラムを開発すること
で、生徒指導・教育相談の本来の理念を実現する教員の教育観の変容をも見据えた新たな教員研修のあり方に対
して、理論的・実践的・実証的な根拠をもとにした提言をはかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
筆者はこれまで学校現場の教員と協働しながら生徒指導・教育相談に関する実践的研究に取
り組んできた。また、教員や教員志望学生を対象とした生徒指導・教育相談に関する研修プログ
ラムを開発し、その効果検証にも取り組んできた。その経緯のなかで、生徒指導・教育相談に有
用なアプローチとして着目したのが解決志向アプローチ（solution-focused approach：SFA）
（Berg, 1994）である。 
SFA とは人々のもつリソースや強みを活かして積極的に成長を促そうとするアプローチであ
る。生徒指導・教育相談は、児童生徒の問題行動への事後的対応に目が向けられがちであるが、
本来は児童生徒が自ら課題を解決する力を積極的に開発することを目指すものである。しかし、
この理念を具現化するための方法は未だ試行錯誤の状態にある。こうした現状に対して、SFA の
観点から教員研修プログラムを開発することで、生徒指導・教育相談の本来の理念を実現する教
員の教育観の変容をも見据えた新たな教員研修のあり方に対して、理論的・実践的・実証的な根
拠をもとにした提言をはかることを目指した。 
 
２．研究の目的 
本研究は現職教員と教員志望学生を対象とした SFA に関する研修プログラムを開発し、その
効果を検証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 まず、日常的に児童生徒に対応している現職教員を対象とした SFA 研修プログラムを開発し
た。これまでの研究知見に加えて、生徒指導・教育相談に関する指導者層の教員や SFA エキスパ
ートに助言・指導を受けつつ、現職教員を対象とした SFA 研修会を企画・実施した。そして、こ
れを契機として教員ネットワークを構築し、学校での実践事例を蓄積した。そうした実践的研究
（アクション・リサーチ）を通じて、学校の現実的課題に対応できる具体的技能とその研修方法
のあり方について検討した。そして、現職教員を対象とした研究の成果を踏まえて、教員志望学
生を対象とした SFA 研修プログラムを開発した。 
 また、「解決志向」を狭義にはとらえず、児童生徒が自ら課題を解決する力を積極的に開発す
ることを目指す取り組み（クラス会議、構成的グループエンカウンター、ソーシャルスキルトレ
ーニング、認知行動療法、ポジティブ行動支援、チーム援助等）に着目し研究を進めた。 
 さらに、学校の生徒指導・教育相談において重要な役割を担う心理職を対象とした SFA 研修も
実施した。 
 
４．研究成果 
 研究開始当初から計画していた現職教員を対象とした SFA 研修プログラムを開発・実施した。
また、教員志望学生を対象とした SFA 研修プログラムも開発・実施できた。そうした一連の実践
的研究を通じて、SFA 研修において活用できるツールやプログラムの開発に成功した。 
 その一つが SFA のプロセスを実感できる体験学習プログラムである「リソース探し」である。
これは 4、5人組で行われる。ここでは各自が「リソースカード」に書かれた質問（例「あなた
の成功体験を教えてください！」「あなたが好きなことは何ですか？」）に答えることを通じて自
己のリソースを語るうちに、自尊感情の向上が導かれるというプロセスが仮定されている。研究
成果として発表した金山・片岡・金山（2017）の研究では、研修参加者の状態自尊感情の向上に
及ぼす「リソース探し」の効果を統制群法によって実証した。SFA 研修において、このプログラ
ムを実施すれば、研修参加者は SFA で生じるプロセスを体験的に理解できると考えられる。 
また、「リソース探し」では語り手をコンプリメントしながら話を聴くように促される。「リソ
ース探し」の語り手になれば、自己の語りに他者からのコンプリメントが伴うと、どれほど力が
湧き、勇気づけられるのか、リソースのフィードバックとしてのコンプリメントが持つ効果につ
いて実感を伴って理解できる。同時に、自分が実際に他者から多様なフィードバックを受けたり、
他者にフィードバックを送ったりすることをくり返す中で、コンプリメントに関する理解を深
めることができる。つまり、「リソースカード」を用いた「リソース探し」は、コンプリメント
のトレーニングとしても機能すると考えられる。研究成果として発表した金山・藤原（2019）の
研究では、研修参加者のコンプリメント効力感の向上を確認し、「リソース探し」がコンプリメ
ントのトレーニングとして機能することを示した。 
金山ら（2017）、金山・藤原（2019）による一連の研究結果から、「リソースカード」を用いた
「リソース探し」は、SFA 研修として有効なプログラムであるといえる。ただし、研修プログラ
ムとしての有用性に関しては、さらなる検討の余地があると考えられた。「リソース探し」は、
互いのリソースについて語り合い、さらにその語りに対して肯定的に反応するという親密な対
人相互作用を求めるプログラムである。そのため、金山ら（2017）や金山・藤原（2019）のプロ
グラムでは、「リソース探し」の前に、互いを知り合う活動と簡単な共同作業からなるウォーミ
ングアップが行われていた。したがって、金山ら（2017）や金山・藤原（2019）が報告している
結果には、そうしたウォーミングアップの影響が含まれている可能性があった。そこで研究成果
として発表した金山・西崎（2020）の研究では、ウォーミングアップを行わずに「リソース探し」
を実施しても、先行研究と同様の効果が得られることを確認した。この結果から、研修講師は状
況に応じてウォーミングアップ実施の有無を判断するなど、実践現場においてプログラムの柔



軟な構成が可能になると考えられる。 
SFA 研修としては、以上のようなプログラムに続く段階的トレーニングを開発する必要がある。
この点に関しては、研究成果として発表した金山（2018）の研究知見を活かすことができる。金
山（2018）は、一連の先行研究と共に、教員・保育者のリソースを喚起することで、彼ら・彼女
らが自己効力感を高め、明日からの教育実践に臨むことができるように工夫を施した研修プロ
グラムについて提案している。プログラムは複数のエクササイズからなるが、主活動では SFA の
スケーリング・クエスチョンが用いられる。具体的には、二人一組でワークシートにある質問に
そってやり取りする活動である。一方が「教育（保育）現場には『気になる』行動を示す子ども
がいますね。あなたは、そうした子どもにどのくらいうまくかかわることができていると思いま
すか？『まったくできていない』が 1、『そこそこできている』が 10として、数字にするとどの
くらいでしょうか？」と質問する。相手が数字を答えたら、「その数字分あるのは、これまでに
どんな取り組みをなさってきたからですか？」とたずね、相手の話に耳を傾ける。そして、「今
よりも数字が 1だけ上がったとしたら、どのような取り組みをしていると思いますか？」と質問
を続ける。聴き手はコンプリメントしながら話を聴く。このプログラムでは、話し手、聴き手の
いずれの立場も体験することになっている。このように、本プログラムは、参加者が互いのリソ
ースを引き出し合えるように構成されている。実際、プログラムに参加した教員・保育者は、子
どもの問題行動への対応に関する自己効力感を向上させていた。さらに、自らの体験を通じて、
子どものリソースを活用したり、コンプリメントを通じて子どもを勇気づけたりする教育活動
に関して理解を深めていた。つまり、本プログラムは SFA の体験学習として機能すると考えられ
る。SFA 研修としては、「リソースカード」を用いた「リソース探し」に続いて、このようなプロ
グラムを行うことが考えられる。 
なお、こうしたプログラムは、現場経験のない学生には難しいとの指摘があるかもしれないが、
現状の教員養成ではかつてよりも子どもと関わる機会が充実しており、また学生の多くは教育
ボランティア等に従事している。したがって、学生なりの教育実践に基づいたプログラムの展開
は可能であると考えられる。 
その他、SFA の姿勢に基づく事例検討会である「解決志向カンファレンス」を現職教員や教員
志望学生と共にくり返し実施し検討を重ねた。実践的研究を通じて、研修プログラムの一環とし
て事例検討会を位置づけることが SFA に関する理解を促すことがわかった。学校現場における
生徒指導・教育相談に活かせる実践的な研修プログラムの開発に成功した。 
以上のような成果が認められ、研究期間を通じて現職教員を対象とした SFA 研修会を継続的
に実施できた。研修会においては、研究成果として発表した金山・三本（2018）の研究知見を活
かして、教員の SFA に対する認識を踏まえたプログラムを考案し実施している。本研究課題の研
究期間が終了した後も研修依頼が続いていることから、現職教員に役立つ研修プログラムの開
発に成功したといえる。 
また、当初の対象であった現職教員と教員志望学生に限らず、学校の生徒指導・教育相談の充
実において教員との協働が期待される心理職に対して SFA を学ぶ機会を提供し、学校における
SFA の活用に関して検討を深めた。 
さらに、現職教員との協働を通じて、「解決志向」を狭義にはとらえず、児童生徒が自ら課題
を解決する力を積極的に開発することを目指す取り組み（クラス会議、構成的グループエンカウ
ンター、ソーシャルスキルトレーニング、認知行動療法、ポジティブ行動支援、チーム援助等）
の知見を活かすことの重要性を認識し、それらに関する実践・研究を進めた。 
このように、本研究では当初の構想よりも研究が進展し、今後の研究へとつながる成果を得る
ことができた。 
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